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英⽂原著 7 Miyagawa M, Murakami S, Uchiyama Y (2023) Wide-ranging migration and destination of early olfactory placode-derived neurons in chick embryos. Anat Rec 
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英⽂原著 8
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英⽂原著 10
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英⽂原著 11
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○



英⽂原著 13

Vollstedt EJ, Schaake S, Lohmann K, Padmanabhan S, Brice A, Lesage S, Tesson C, Vidailhet M, Wurster I, Hentati F, Mirelman A, Giladi N, Marder K, Waters C, 
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Crosiers D, Wszolek ZK, Ross OA, Jankovic J, Nishioka K, Funayama M, Clarimon J, Williams-Gray CH, Camacho M, Cornejo-Olivas M, Torres-Ramirez L, Wu YR, 
Lee-Chen GJ, Morgadinho A, Pulkes T, Termsarasab P, Berg D, Kuhlenbäumer G, Kühn AA, Borngräber F, de Michele G, De Rosa A, Zimprich A, Puschmann A, 
Mellick GD, Dorszewska J, Carr J, Ferese R, Gambardella S, Chase B, Markopoulou K, Satake W, Toda T, Rossi M, Merello M, Lynch T, Olszewska DA, Lim SY, 
Ahmad-Annuar A, Tan AH, Al-Mubarak B, Hanagasi H, Koziorowski D, Ertan S, Genç G, de Carvalho Aguiar P, Barkhuizen M, Pimentel MMG, Saunders-Pullman 
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Suchowersky O, Riess O, Das P, Mollenhauer B, Gatto EM, Petersen MS, Hattori N, Wu RM, Illarioshkin SN, Valente EM, Aasly JO, Aasly A, Alcalay RN, Thaler A, 
Farrer MJ, Brockmann K, Corvol JC, Klein C; MJFF Global Genetic Parkinson's Disease Study Group. Embracing Monogenic Parkinson's Disease: The MJFF Global 
Genetic PD Cohort. Mov Disord. 2023 Feb;38(2):286-303. doi: 10.1002/mds.29288. Epub 2023 Jan 24. PMID: 36692014.

○

英⽂原著 14
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W, Hattori N. Systemic Metabolic Alteration Dependent on the Thyroid-Liver Axis in Early PD. Ann Neurol. 2023 Feb;93(2):303-316.

英⽂原著 15
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disease: A pilot study. Parkinsonism Relat Disord. 2023 Mar;108:105319. doi: 10.1016/j.parkreldis.2023.105319. Epub 2023 Feb 7. PMID:36774704. ○
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○

英⽂原著 20
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○
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S, Onodera K, Ito T, Okada Y, Okano H, Sobue G; Japanese Consortium for Amyotrophic Lateral Sclerosis research (JaCALS) study group. Genetic factors 
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英⽂原著 24
Cossu D, Tomizawa Y, Momotani E, Yokoyama K, Hattori N. Adjuvant Activity of Mycobacterium paratuberculosis in Enhancing the Immunogenicity of 
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英⽂原著 26
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○

英⽂原著 30
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○
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○
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国内学会発表 234 原晴彦, 加藤隆⽣. 肥⼤型⼼筋症と診断されていたが、精査の結果Fabry病の診断に⾄った後期⾼齢患者の⼀例. 第270回⽇本循環器学会関東甲信越地⽅会, 2023年12⽉16⽇, 東京ステー
ションコンファレンス, 東京

国内学会発表 235 梅村淳、岩室宏⼀、近藤聡英.MER所⾒を重視したパーキンソン病に対するSTN-DBS⼿術．第62回⽇本定位・機能神経外科学会 ⼭⼝　2023/1/27

国内学会発表 236 梅村淳、岩室宏⼀、近藤聡英.STN-DBS⼿術においてMERは本当に必要なのか︖.社団法⼈⽇本脳神経外科学会 第82回学術総会　横浜　2023/10/27

国内学会発表 237 岩室宏⼀, 梅村淳, 加茂晃, 神⼭⼤樹, ⼤⼭彦光, 服部信孝, 近藤聡英. パーキンソン病に対するadaptive DBSをどう調整するか︖.第62回⽇本定位・機能神経外科学会, ⼭⼝, 2023/1/27

国内学会発表 238 岩室宏⼀, 尾原裕康, 原毅, 阿部瑛⼆, 梅村淳, 服部信孝, 近藤聡英. パーキンソン病患者の脊椎アラインメントについての検討. 第38回⽇本脊髄外科学会, 名古屋, 2023/6/15

国内学会発表 239 蒲原千尋、中島円、川村海渡、⼭⽥茂樹、⻘柳幸彦、宮嶋雅⼀、近藤聡英.特発性正常圧⽔頭症患者におけるストループテストアプリケーションの検証.⽇本正常圧⽔頭症学会、北海道、
2023/2/18

国内学会発表 240 蒲原千尋、中島円、川村海渡、⼭⽥茂樹、⻘柳幸彦、宮嶋雅⼀、近藤聡英.ストループテストアプリケーションを⽤いた特発性正常圧⽔頭症患者に対する前頭葉機能評価.⾼次脳機能障害学会、宮
城、2023/10/29

国内学会発表 241 寺本紳⼀郎,　⽥原重志,　秋⼭理,　児⽟琢磨,　近藤聡英.内分泌刺激誘発性下垂体卒中の病態と臨床経過.STROKE2023, 横浜, 2023/3/17



国内学会発表 242 寺本紳⼀郎,　⽥原重志,　秋⼭理,　児⽟琢磨,　近藤聡英.内分泌刺激誘発性下垂体卒中に対する外科的介⼊.第33回臨床内分泌代謝Update, 横浜, 2023/11/4

国内学会発表 243 寺本紳⼀郎,  ⽥原重志,  児⽟琢磨,  近藤聡英.巨⼤下垂体腫瘍に対する経⿐内視鏡単独⼿術の stepwise approach.第30回⽇本神経内視鏡学会, 名古屋, 2023/11/17

国内学会発表 244 阿部瑛⼆,原毅、岩室宏⼀、尾原裕康、近藤聡英.筋間からのアプローチで摘出し得た胸椎椎間孔外神経鞘腫の1例.⽇本脊椎脊髄⼿術⼿技学会,東京、2023/9/16

国内学会発表 245 阿部瑛⼆,原毅、岩室宏⼀、尾原裕康、近藤聡英.⾦属インプラントにより⽣じたトラブルにより再⼿術となった３症例の検討.summer forum for practical spinal surgery,埼⽟、2023/8/26

国内学会発表 246 阿部瑛⼆,原毅、岩室宏⼀、尾原裕康、近藤聡英.当院における脊髄海綿状⾎管腫の治療成績.第82回⽇本脳神経外科学会学術総会、神奈川、2023/10/26

国内学会発表 247 中島　円.iNPHを学ぼう　診断、症候.第24回⽇本正常圧⽔頭症学会, 北⾒,  2023/2/18

国内学会発表 248 中島　円.Hydrocephalus 2022参加報告.第24回⽇本正常圧⽔頭症学会, 北⾒, 2023/2/18

国内学会発表 249 中島　円.進化する特発性正常圧⽔頭症ガイドライン第３版の診断の要点（改良点と問題点）.第24回⽇本正常圧⽔頭症学会, 北⾒,  2023/2/18

国内学会発表 250 中島　円.髄液シャントがもたらすダイナミックな脳内環境の変化について.第５回東京iNPHミーティング, 東京, 2023.6/1

国内学会発表 251 井上歩紀、古明地秀治、福森航輔、吉⽥登、菅野秀宣、中島円、⽥中聡久.ニューラルネットワークによるてんかん放電脳波の検出とその解釈可能性.第38回信号処理シンポジウム, 京都, 
2023/11/6-8

国内学会発表 252 中島　円.特発性正常圧⽔頭症とパーキンソン病関連疾患.第15回⽇本⽔頭症脳脊髄液学会, 富⼭, 2023/11/11

国内学会発表 253 中島　円，川村海渡，秋葉ちひろ，宮嶋雅⼀.特発性正常圧⽔頭症病態におけるBDNF関連遺伝⼦の変動.⽇本脳神経外科学会第82回学術総会, 横浜， 2023/10/26

国内学会発表 254 中島　円.軟性鏡脳室内操作の基本と応⽤.第30回⼀般社団法⼈⽇本神経内視鏡学会，2023/10/22

国内学会発表 255 中島　円、本井ゆみ⼦、蒲原千尋、⼩峯⼀城、南　泰浩、韓　浩、遠⼭　修、岩切のり⼦、池⽥和博、⽻⽥野政治、⻄浦孝典、池⽥　充、三澤純⼦、松岡伸輔、横川慎⼆、岡⼭義光、⽥野俊⼀.AIと
IoTにより認知症⾼齢者問題を多⾯的に解決する東京アプローチ.第42回⽇本認知症学会学術集会, 奈良，2023/11/25

国内学会発表 256 寺⻄功輔, 藤井隆司, 新井晶, 北村⾼之, 三島有美⼦, 野中宣秀, 近藤聡英, ⼤⽯英則.⼩型〜中型未破裂脳動脈瘤に対する⾎管内治療︔何を選択するか．第52回⽇本脳卒中の外科学会
学術集会. 横浜, 2023/3/18

国内学会発表 257 北村⾼之, 三島有美⼦, 野中宣秀, 寺⻄功輔, ⼤⽯英則, 近藤聡英.ステント内⾎栓症症例から学ぶ適切な抗⾎⼩板療法の検討．第52回⽇本脳卒中の外科学会学術集会. 横浜, 
2023/3/18

国内学会発表 258 寺⻄功輔, 新井晶, 北村⾼之, 三島有美⼦, 野中宣秀, ⼤⽯英則, 近藤聡英.W-EBを⽤いた分岐部脳動脈瘤に対する初期治療成績．第52回⽇本脳卒中の外科学会学術集会. 横浜,  
2023/3/18

国内学会発表 259 三島有美⼦, 渡邉由⾹理, 加藤和則, 池村涼吾, 新井晶, 北村⾼之, 寺⻄功輔, ⼤⽯英則, 近藤聡英.新規脳⾎管内治療デバイス開発に向けた⾎管内⽪細胞再⽣促進作⽤の解明．第82回
⽇本脳神経外科学会学術総会. 横浜, 2023/10/25



国内学会発表 260 北村⾼之, 池村涼吾, 新井晶,三島有美⼦, 寺⻄功輔, ⼤⽯英則, 近藤聡英.当院における未破裂脳底動脈先端部瘤に対する⾎管内治療戦略の変遷．第82回⽇本脳神経外科学会学術総会. 
横浜,  2023/10/25

国内学会発表 261 寺⻄功輔, 池村涼吾, 新井晶, 北村⾼之, 三島有美⼦, ⼤⽯英則, 近藤聡英.W-EBを⽤いた⾎管内治療とShape modification評価．第82回⽇本脳神経外科学会学術総会. 横浜, 
2023/10/25

国内学会発表 262 北村⾼之, 池村涼吾, 新井晶,三島有美⼦, 寺⻄功輔, ⼤⽯英則, 近藤聡英.当院における未破裂脳底動脈先端部瘤に対する⾎管内治療戦略の変遷．第39回⽇本脳神経⾎管内治療学会学
術総会.京都, 2023/11/23

国内学会発表 263 寺⻄功輔, 池村涼吾, 新井晶, 北村⾼之, 三島有美⼦,近藤聡英, ⼤⽯英則.フローダイバーター治療における抗⾎⼩板薬のregimen︓標準化は可能か．第39回⽇本脳神経⾎管内治療学会学
術総会.京都, 2023/11/24

国内学会発表 264 三島有美⼦, 渡邉由⾹理, 加藤和則, 池村涼吾, 新井晶, 北村⾼之, 寺⻄功輔, ⼤⽯英則, 近藤聡英.新規脳⾎管内治療デバイス開発に向けた⾎管内⽪細胞再⽣促進作⽤の解明．第38回
⽇本脳神経⾎管内治療学会学術総会.京都, 2023/11/25

国内学会発表 265 児⽟琢磨、寺本紳⼀郎、清⽔勇三郎、鈴⽊まりお、近藤聡英 .脳神経外科医療における頭痛診療 .第82回⽇本脳神経外科学会学術総会　パシフィコ横浜 2023/10/25

国内学会発表 266 秋⼭理、秋⼭巌、近藤聡英.CGRP 関連抗体薬を慎重に投与すべき症例に対する使⽤経験について.第51回⽇本頭痛学会総会　パシフィコ横浜　2023/12/1-2

国内学会発表 267 児⽟琢磨、寺本紳⼀郎、清⽔勇三郎、鈴⽊まりお、近藤聡英 .多孔質コラーゲンマトリックスを⽤いた内⽿道後壁硬膜閉鎖の臨床経験.第35回⽇本頭蓋底外科学会　御茶ノ⽔ソラシティカンファレンスセ
ンター 2023/7/7

国内学会発表 268 児⽟琢磨、寺本紳⼀郎、清⽔勇三郎、鈴⽊まりお、近藤聡英.当院における⼤型円蓋部髄膜腫の治療成績.第28回⽇本脳腫瘍の外科学会　出島メッセ⻑崎2023年9⽉29⽇

国内学会発表 269 秋⼭理、児⽟琢磨 、清⽔勇三郎 、鈴⽊まりお 、原⽥佳尚、近藤聡英.悪性神経膠腫の化学療法に対する補剤の効果.第31回⽇本脳神経外科漢⽅医学会学術集会 東京コンファレンスセンター品
川2023/10/7

国内学会発表 270 清⽔勇三郎、郷間雅樹、市川亮、⼭⽥和広、成澤⼀宏、⽻⽣能⾏、⽊村義則、近藤聡英.下垂体・傍鞍部腫瘍に対する脳外科⼿術後の 多尿発症予測モデルの検討.CNTT2023, 富⼭国際会議
場, 2023/4/21

国内学会発表 271 清⽔勇三郎、郷間雅樹、市川亮、⼭⽥和広、成澤⼀宏、⽻⽣能⾏、⽊村義則、近藤聡英.機械学習による下垂体・傍鞍部腫瘍術後の多尿発症予測の試みと多尿 特徴の考察.⽇本脳神経外科学
会総会, パシフィコ横浜, 2023/10/26

国内学会発表 272 清⽔勇三郎、児⽟琢磨、鈴⽊まりお、秋⼭理、荻野郁⼦、松下裕⼦、菱井誠⼈、市村幸⼀、近藤聡英.ゲノムワイドDNAメチル化解析は治療⽅針決定に寄与する.⽇本脳腫瘍学会、⽩⽟の湯 華鳳, 
2023/12/3

国内学会発表 273 近藤聡英.担がん患者脳塞栓症に対する機械的⾎栓回収療法の役割.STROKE2023,2023/3/16

国内学会発表 274 近藤聡英.⼩児後頭蓋窩腫瘍の⼿術.第43回⽇本脳神経外科コングレス総会　ビデオ教育セミナー　2023/5/13

国内学会発表 275 近藤聡英.脳腫瘍組織のより精密な摘出を⽬指して~最新の術中蛍光技術の使⽤経験~.第43回⽇本脳神経外科コングレス総会　2023/5/21

国内学会発表 276 近藤聡英.がん連携病院における脳塞栓症予後規定因⼦.第8回⽇本がんサポーティブケア学会学術集会　2023/6/23

国内学会発表 277 近藤聡英.聴神経腫瘍の⼿術における頭蓋底⼿技.第35回⽇本頭蓋底外科学会　2023/7/6



国内学会発表 278 近藤聡英.脳腫瘍⼿術 ⼿技と考え⽅.第14回東海脳腫瘍⼿術⼿技研究会　2023/7/29

国内学会発表 279 近藤聡英.⼩児てんかんにおけるPETの有⽤性.⽇本核医学会PET核医学分科会 PETサマーセミナー2023 in 成⽥　2023/8/26

国内学会発表 280 近藤聡英.脳幹部腫瘍への⼿術戦略.第28回⽇本脳腫瘍の外科学会　2023/9/29

国内学会発表 281 近藤聡英.脳腫瘍⼿術における機器選択.第28回⽇本脳腫瘍の外科学会　2023/9/30

国内学会発表 282 近藤聡英.Significance of Using Variable Mode of Sonopet iQ in Meningioma Cases.⽇本脳神経外科学会第82回学術総会　2023/10/25

国内学会発表 283 近藤聡英.脳実質腫瘍における最新の⼿術顕微鏡の役割.⽇本脳神経外科学会第82回学術総会　2023/10/27

国内学会発表 284 近藤聡英.脳腫瘍の最新治療.第41回⽇本神経治療学会学術集会　2023/11/5

国内学会発表 285 近藤聡英.医療機器，⼿術デバイスを使いこなす.第45回⽇本⼿術医学会総会　2023/11/25

国内学会発表 286 近藤聡英.悪性神経膠腫に対する化学療法.第41回⽇本脳腫瘍学会　2023/12/4

国内学会発表 287 近藤聡英.医療機器・⼿術デバイスを使いこなす,脳神経外科⼿術の視点からの超⾳波吸引装置使いこなし法.第45回⽇本⼿術医学会総会　横浜　2023/11/25

国内学会発表 288 井浦利栄,近藤聡英.⾨外不出︕私の匠,教えます（器械出し看護編）脳腫瘍⼿術における器械出し看護.第45回⽇本⼿術医学会総会　横浜　2023/11/25

国内学会発表 289 ⼭下由莉 ，桑原光汰 ，舩⼭学, 中⽥智史 ，Aurelien Kerever ，服部信孝, 平澤恵理　Dynamic changes of PGC-1 alpha isoforms in mechanotransduction mediated by 
extracellular matrix) 第64回⽇本神経学会学術⼤会　 千葉　2023年6⽉2⽇

国内学会発表 290 ⼭下由莉、中⽥智史、Aurelian Kerver、平澤恵理、パールカンがもたらす⽣体の恒常性維持機構について、第55回⽇本結合組織学会学術⼤会. 岡⼭　2023年6⽉24⽇-25⽇

国内学会発表 291 Aurelien Kerever, 村越和輝, 古梶史洋, 平澤恵理 マウス脳における限局性脳虚⾎後の⾎管リモデリングの三次元解析 第55回⽇本結合組織学会学術⼤会 第55回⽇本結合組織学会学術⼤
会 岡⼭　2023年6⽉24⽇-25⽇

国内学会発表 292 安部⿓征、 粟屋光紘、 Aurelien Kerever、 ⻘⽊毬雅、 ⽥中貴⼤、 平澤恵理 マウス脳梗塞モデルにおけるオリゴデンドロサイト系細胞の多様性の解析　  第 46 回⽇本分⼦⽣物学会年会 　　神
⼾ 　2023年　12⽉6⽇ 〜 12⽉8⽇

国内学会発表 293 ⻄村陽、⼤野⻯暉、村越和輝、安部⿓征、オレリアン・ケレベール、平澤恵理　マウス脱細胞脳組織を⽤いたオリゴデンドロサイト培養における細胞-ECM相互作⽤　第55回⽇本結合組織学会学術⼤会　
岡⼭　2023年  6⽉23⽇ 〜 6⽉25⽇

国内学会発表 294 林地　のぞみ  、福⽥　友彦  、⻘⽊　吉嗣  、顧　建国  、平澤　恵理 糖転移酵素Fut8に基づいたデュシェンヌ型筋ジストロフィー治療法の開発　第9回⽇本筋学会学術集会　⼤阪　2023年8⽉18
⽇〜19⽇

国内学会発表 295 中⽥　智史　　⼭下由莉　櫻井英俊　平澤恵理　筋疾患患者iPS由来筋細胞を⽤いた伸展刺激モデルによる細胞損傷マーカーの検出　第9回⽇本筋学会学術集会　⼤阪　2023年8⽉18⽇〜19⽇



区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 ⾕⽥以誠、細胞・組織の広範囲領域を相関解析する⾼精度CLEM、第39回⽇本毒性病理学会総会及び学術集会　シンポジウム『病理所⾒解釈に向けた新たなアプローチ』、東京、2023年1⽉17⽇

特別講演・
招待講演 2 Hattori, Nobutaka.  Speaker, Keynote 3:  Importance of Biomarkers in Sinucleinopathies and Their Applications, “Precision Medicine in Parkinsonʼs Disease” 

Conference, 26-27 January 2023, Campus Belval in Luxembourg University, Luxembourg (Hattori's Lecture is on Jan.27)

特別講演・
招待講演 3 Hattori, Nobutaka. Speaker 1, Emerging Biomarkers of Parkinson Disease, Session: Movement Disorders, the Fourth International Taiwanese Congress of 

Neurology (4th ITCN), Apr. 14-16(Apr 15), 2023, Taiwan

特別講演・
招待講演 4 Hattori, Nobutaka. Speaker 2, The genetic landscape of Parkinson's disease, Session: Plenary Session, the Fourth International Taiwanese Congress of Neurology 

(4th ITCN), Apr. 14-16(Apr 15), 2023, Taiwan

特別講演・
招待講演 5 服部信孝．市⺠公開講座　講演2　ゲノム医療を活⽤した神経難病の進⾏阻⽌を⽬指して、第31回⽇本医学会総会2023東京、市⺠公開講座「ビッグデータが拓く難病医学の未来」、2023年4⽉

22⽇、ステーションコンファレンス東京402(第26会場）、東京

特別講演・
招待講演 6 服部信孝．[LS-23-1] パーキンソン病の全貌を明らかにする、ランチョンセミナー、第64回⽇本神経学会学術⼤会、幕張メッセ、2023年6⽉1⽇、千葉

特別講演・
招待講演 7 Hattori, Nobutaka.  Speaker 1:  Challenge of OFF- time,  A Symposium sponsored by Bial, "How are we really optimising Levodopa? - the role of the enzymatic 

inhibition", the International Congress of Parkinsonʼs Disease and Movement Disorders, Aug 28, 2023, (Conress ) Copenhagen, Denmark

特別講演・
招待講演 8 服部信孝．特別シンポジウム、SS-1　脳神経内科と精神科そして薬理学の横断的研究の重要性、特別シンポジウム・将来のシームレスな神経科学の醸成をめざして、第53回⽇本神経精神薬理学会

年会、東京ドームホテル、2023年9⽉7（⽊）〜9⽇（⼟）（特別シンポジウムは9⽉8⽇）、東京

特別講演・
招待講演 9 服部信孝．会⻑講演、パーキンソン病の新規治療開発に挑む―バイオロジカルステージングの時代へ、第41回⽇本神経治療学会学術集会、グランドプリンスホテル新⾼輪 国際館 パミール、2023年11

⽉3⽇〜5⽇（会⻑講演は11⽉4⽇）、東京

特別講演・
招待講演 10 Hattori N.  Speaker, Toward the Era of Biological Biomarkers for Parkinson's Disease, Parallel session: Parallel Session 1. Biomarkers in Movement Disorders, 4th 

International Conference of Korean Movement Disorder Society (ICKMDS), Dec 1 - 2 (spoke on Dec 1), 2023, Busan, Korea

特別講演・
招待講演 11 髙橋和久．会⻑講演「難治性呼吸器疾患の病態解明と克服への挑戦」，第63回⽇本呼吸器学会学術講演会，東京・国際フォーラム，2023年4⽉30⽇

特別講演・
招待講演 12 髙橋和久．Session 2「進⾏・再発ドライバー遺伝⼦変異/転座陰性NSCLCの最適治療とPOSEIDONレジメンのポジショニングを深く考える」，MIOFU2023，東京(オンライン講演)，2023年9⽉

28⽇

特別講演・
招待講演 13 髙橋和久．講演「肺癌診療Up-to-date－ガイドラインを中⼼に－」，東京都国保社保呼吸器専⾨審査委員合同検討会，東京・⼭の上ホテル，2023年11⽉28⽇

特別講演・
招待講演 14 ⻑岡鉄太郎．特別講演「気管⽀鏡検査の進歩－呼吸器疾患の診断向上を⽬指して－」，中野区内科医会講演会，東京，2023年2⽉9⽇

特別講演・
招待講演 15 ⻑岡鉄太郎．講演「肺病変を有する肺⾼⾎圧症に対する肺⾎管拡張薬－誰に使うか、何を使うか－」，PH Seminar，千葉，2023年3⽉17⽇

特別講演・
招待講演 16 ⻑岡鉄太郎．特別講演「気管⽀鏡検査の進歩－呼吸器疾患の診断向上を⽬指して－」，第22回医療連携を共に考える会，東京，2023年3⽉18⽇

特別講演・
招待講演 17 原⽥紀宏．講演「喘息診療に抗コリン薬を⽤いることの意義－ひとつ上の喘息管理を⽬指して－，GSK Asthma Web Seminar in Tokyo，東京(オンライン)，2023年2⽉10⽇



特別講演・
招待講演 18 原⽥紀宏．招請講演「携帯電話アプリを⽤いた喘息実態調査から紐解く喘息管理の課題」，成⼈喘息治療に関する研修会(滋賀医科⼤学循環器内科・呼吸器内科 湖筍会)， 東京(オンライン)，

2023年2⽉13⽇

特別講演・
招待講演 19 原⽥紀宏．特別講演「最新の喘息治療の可能性〜⼀段階上の吸⼊療法，喘息診療を⽬指す〜」，東京保険医協会 循環器研究会，東京，2023年2⽉15⽇

特別講演・
招待講演 20 原⽥紀宏．講演「重症喘息診療におけるテゼペルマブの可能性〜上⽪バリア障害と2型炎症を中⼼に〜」，NEXT Generation Severe Asthma Lecture，東京(オンライン)，2023年2⽉16⽇

特別講演・
招待講演 21 原⽥紀宏．GSK Asthma Web Seminar in Tokyo，喘息診療に３剤配合吸⼊薬を⽤いることの意義　〜抗コリン薬を加えた喘息管理とは〜，ウェビナー配信，グラクソ･スミスクライン株式会社主

催，2023年3⽉10⽇

特別講演・
招待講演 22 原⽥紀宏．特別講演「好酸球を標的とした重症喘息診療の未来〜⽣物学的製剤治療から⾒えてきたこと〜」，TMDU重症喘息治療懇話会，東京，2023年4⽉18⽇

特別講演・
招待講演 23 原⽥紀宏．講演「最新の重症喘息治療の可能性〜3剤配合吸⼊薬と5つの⽣物学的製剤について〜」，最新医療研究会，東京，2023年4⽉20⽇

特別講演・
招待講演 24 原⽥紀宏．シンポジウム2-4「⽣物学的製剤治療から考えるあらたな⽅向性」，第63回⽇本呼吸器学会学術講演会，東京・国際フォーラム，2023年4⽉28⽇

特別講演・
招待講演 25 原⽥紀宏．ランチョンセミナー21「喘息と上⽪バリア障害と２型炎症〜重症喘息診療におけるテゼペルマブの可能性〜」，第63回⽇本呼吸器学会学術講演会，東京・国際フォーラ，2023年4⽉30

⽇

特別講演・
招待講演 26 原⽥紀宏．講演「重症喘息に対する好酸球を標的とした⽣物学的製剤治療への期待」，GSK Severe Asthma Web Seminar，東京(オンライン)，2023年5⽉15⽇

特別講演・
招待講演 27 原⽥紀宏．講演「喘息診療において3剤配合吸⼊薬がもたらすこと〜抗コリン薬を加えた喘息管理とは〜」，GSK Asthma Web Seminar in Tokyo，東京(オンライン)，2023年5⽉26⽇

特別講演・
招待講演 28 原⽥紀宏．特別講演「喘息症状のない⽣活を⽬指して」，第94回ぜんそく・アトピー性⽪膚炎・⼩児・⾷物アレルギー・講演会とQ＆A，東京，2023年5⽉28⽇

特別講演・
招待講演 29 原⽥紀宏．講演「喘息と上⽪バリア障害と２型炎症〜喘息診療においてテゼペルマブに期待されること〜」，Severe Asthma Biologics Seminar in ⼋王⼦・⽇野，東京(オンライン)，2023年6

⽉9⽇

特別講演・
招待講演 30 原⽥紀宏．講演「喘息・COPDオーバーラップ病態に対するアプローチ 〜単⼀吸⼊器トリプル療法がもたらすこと〜」，Respiratory Symposium，東京(オンライン)，2023年6⽉12⽇

特別講演・
招待講演 31 原⽥紀宏．講演「喘息診療において3剤配合吸⼊薬がもたらすこと 〜喘息への新しいアプローチ〜」，GSK Asthma Web Seminar in Tokyo，東京(オンライン)，2023年6⽉16⽇

特別講演・
招待講演 32 原⽥紀宏．講演「アストラゼネカ株式会社主催，好酸球を標的とした⽣物学的製剤治療から⾒えてきたこと」，Treatment of Asthma Partner meeting，東京(オンライン)，2023年6⽉23⽇

特別講演・
招待講演 33 原⽥紀宏．講演「アストラゼネカ株式会社主催，喘息と上⽪バリア障害と２型炎症〜上⽪サイトカインTSLP阻害に期待されること〜」，Scientific Exchange Meeting in Kagoshima，⿅児

島，2023年7⽉7⽇

特別講演・
招待講演 34 原⽥紀宏．講演「喘息診療における3剤配合吸⼊薬の意義　〜喘息への新しいアプローチ〜」，GSK Asthma Web Seminar in Tokyo，東京，2023年7⽉14⽇

特別講演・
招待講演 35 原⽥紀宏．講演「喘息と上⽪バリア障害と２型炎症〜TSLP抗体に対する期待〜」，Scientific Exchange Meeting in Kagoshima，⿅児島，2023年7⽉20⽇



特別講演・
招待講演 36 原⽥紀宏．講演「Type2炎症を標的とした重症喘息診療の可能性」，デュピクセントWeb講演会，東京，2023年7⽉21⽇

特別講演・
招待講演 37 原⽥紀宏．講演「喘息と上⽪バリア障害と２型炎症〜テゼペルマブに期待されること〜」，Severe Asthma Advance Seminar，東京(オンライン)，2023年7⽉24⽇

特別講演・
招待講演 38 原⽥紀宏．シンポジウム5-2「バイオ製剤のベストプラクティスを考える」，第4回⽇本喘息学会総会学術⼤会，東京，2023年7⽉25⽇

特別講演・
招待講演 39 原⽥紀宏．講演「喘息・COPDオーバーラップ病態に対するアプローチ 〜単⼀吸⼊器トリプル療法がもたらすこと〜」，Respiratory Symposium， 東京，2023年7⽉25⽇

特別講演・
招待講演 40 原⽥紀宏．講演「好酸球を標的とした⽣物学的製剤治療から重症喘息を考える」，重症喘息 Update セミナー 2023 夏，東京(オンライン)，2023年8⽉24⽇

特別講演・
招待講演 41 原⽥紀宏．講演「喘息・COPDオーバーラップ病態に対するアプローチ 〜単⼀吸⼊器トリプル療法の意義〜」，Respiratory Expert Meeting，東京(オンライン)，2023年8⽉29⽇

特別講演・
招待講演 42 原⽥紀宏．講演「喘息と上⽪バリア障害と２型炎症〜テゼペルマブに期待されること〜」，Severe Asthma Collaboration Seminar in Jonan，東京，2023年8⽉30⽇

特別講演・
招待講演 43 原⽥紀宏．講演「喘息診療への新しいアプローチ 〜3剤配合吸⼊薬の意義〜」，GSK Asthma Web Seminar in Tokyo，東京(オンライン)，2023年9⽉22⽇

特別講演・
招待講演 44 原⽥紀宏．講演「好酸球を標的とした⽣物学的製剤治療と重症喘息︓新たな視点と展望」，Severe Asthma Conference，東京(オンライン)，2023年9⽉26⽇

特別講演・
招待講演 45 原⽥紀宏．講演「喘息と上⽪バリア障害と２型炎症 〜テゼペルマブを⽤いた喘息診療の展望〜」，第13回東葛北部呼吸器疾患研究会，千葉・柏，2023年10⽉17⽇

特別講演・
招待講演 46 原⽥紀宏．講演「次なるステップ︓寛解を⽬指す重症喘息診療における3剤配合吸⼊薬の意義」，GSK Asthma Web Seminar in Tokyo，東京(オンライン)，2023年11⽉9⽇

特別講演・
招待講演 47 原⽥紀宏．講演「次なるステップ︓寛解を⽬指す重症喘息診療における⽣物学的製剤への期待」，GSK Severe Asthma Web Seminar，東京(オンライン)，2023年11⽉10⽇

特別講演・
招待講演 48 原⽥紀宏．ランチョンセミナーⅡ「次なるステップ︓3剤配合吸⼊薬が拓く喘息診療の可能性」，第257回⽇本呼吸器学会関東地⽅会，東京，2023年11⽉11⽇

特別講演・
招待講演 49 原⽥紀宏．講演「喘息と上⽪バリア障害と２型炎症 〜テゼペルマブを⽤いた喘息診療の展望〜」，川越地区テゼスパイア講演会，埼⽟・川越，2023年11⽉2⽇

特別講演・
招待講演 50 原⽥紀宏．講演「喘息と上⽪バリア障害と２型炎症〜TSLPを抑制することへの期待〜」，Penetration of Biologics in ChuShi，東京(オンライン)，2023年11⽉30⽇

特別講演・
招待講演 51 原⽥紀宏．講演「重症喘息診療における好酸球を標的とした⽣物学的製剤治療︓新たな視点と展望」，Severe Asthma Symposium，東京(オンライン)，2023年12⽉5⽇

特別講演・
招待講演 52 原⽥紀宏．講演「重症喘息治療における好酸球を標的とした⽣物学的製剤について︓新たな視点と展望」，OMU Severe Asthma Seminar，⼤阪，2023年12⽉18⽇

特別講演・
招待講演 53 佐藤匡．講演「COPD診療トピックス　〜トリプル治療、認知度、加熱式タバコ〜」．GSK COPD Web Seminar in Tokyo，東京(オンライン)，2023年7⽉10⽇



特別講演・
招待講演 54 佐藤匡．講演「早期発⾒・治療を⽬指す、これからのCOPD診療」，⻄⽑ Respiratory Conference，群⾺・⾼崎，2023年7⽉27⽇

特別講演・
招待講演 55 佐藤匡．講演「加熱式タバコの⻑期使⽤によるＣＯＰＤ発症を予⾒する」，呼吸器疾患 Online Conference ，東京(オンライン)，2023年11⽉10⽇

特別講演・
招待講演 56 ⼋⼾敏史．教育講演「肺と健康寿命の関係」，⼩⽥原市ファミリーサポートセンター⼤学・講演会，神奈川・⼩⽥原，2023年11⽉10⽇

特別講演・
招待講演 57 菅野康⼆．講演「⽣物学的製剤を必要とする患者へどのように届けるか︖」，Tezspire SmiLe for Patients 〜ARAKAWA2023〜 ，東京，2023年8⽉25⽇

特別講演・
招待講演 58 菅野康⼆．講演「⼼理社会的問題から考えるCOPD」，TOKYO COPD Roundtable，東京，2023年9⽉14⽇

特別講演・
招待講演 59 菅野康⼆．講演「間質性肺炎、COPDを中⼼とする息切れ患者への多⾯的アプローチ」， 第1回 城東息切れネットワーク，東京，2023年12⽉4⽇

特別講演・
招待講演 60 菅野康⼆．講演「アフターコロナにおける、地域医療連携について」，喘息診療パートナリングの会2023，東京，2023年12⽉13⽇

特別講演・
招待講演 61 菅野康⼆．講演「⾼齢者における不眠治療」，快眠快便を考える会，東京，2023年12⽉26⽇

特別講演・
招待講演 62 南條友央太．特別講演「HIV感染症のUp to date」，令和5年度 千葉県⻭科医師会 学術⼤会，千葉(オンライン)，2023年11⽉12⽇

特別講演・
招待講演 63 松野圭．講演「NPO法⼈安らぎ呼吸プロジェクト主催第12回呼吸筋ストレッチ体操アドバンス」，安らぎ呼吸プロジェクト事務局，東京，2023年7⽉1⽇

特別講演・
招待講演 64 松野圭．講演「⾼齢者喘息診療のポイント〜救命から健康寿命延伸の時代に〜」，GSK Respiratory Seminar in 城東，東京(オンライン)，2023年10⽉3⽇

特別講演・
招待講演 65 松野圭．講演「安らぎ呼吸で⼼と体の健康維持︕︕呼吸器のための呼吸筋ストレッチ体操」，⽂京区保健衛⽣部予防対策課保健予防係主催令和5年度第3回呼吸器健康講座，東京、2023年

10⽉23⽇

特別講演・
招待講演 66 松野圭．講演「⾼齢者喘息診療コツ〜フレイルを意識したアプローチ〜」，Severe Asthma Web Seminar 重症喘息治療と好酸球数正常化の重要性，東京(オンライン)，東京，2023年10⽉

31⽇

特別講演・
招待講演 67 松野圭．講演「外来通院患者におけるフレイルの有病率と関連因⼦の検討」，第14回江東区医師会医学会，東京，2023年11⽉12⽇

特別講演・
招待講演 68 松野圭．講演「⾼齢者喘息診療のポイント〜救命から健康寿命延伸の時代に〜」，GSK Web Seminar in Tokyo，東京(オンライン)，2023年11⽉14⽇

特別講演・
招待講演 69 松野圭．講演「当院における重症喘息治療において」，Severe Asthma Meeting in 城東，東京(オンライン)，2023年11⽉21⽇

特別講演・
招待講演 70 松野圭．講演「⾼齢者喘息診療のコツ〜フレイルを意識したアプローチ〜」，第5回喘息診療パートナリングの会2023，東京，2023年12⽉13⽇

特別講演・
招待講演 71 松野圭．講演「呼吸のストレッチとフレイル・サルコペニア」，令和5年度第7回江東区⺠健康講座，天堂東京江東⾼齢者医療センター、東京、2023年12⽉16⽇



特別講演・
招待講演 72 松野圭．講演「呼吸器疾患とサルコペニア〜呼吸筋ストレッチ体操の可能性〜」，⾼齢者医療を考えるWEB学術講演会，東京(オンライン)，2023年12⽉25⽇

特別講演・
招待講演 73 Hsiao Chieh-Lun. Glycoprotein Nonmetastatic Melanoma Protein B Regulates Lysosomal Integrity and Lifespan of Senescent Cells. 11th Academy of Aging and 

CArdiovascular-Diabetes Research, 2023.1.8, Tokyo, Japan. 2023 (Oral presentation)

特別講演・
招待講演 74 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、循環器内科医のための不眠症診療WEBセミナー、Web（東京）、2023/1/12

特別講演・
招待講演 75 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、睡眠薬適正使⽤セミナーin桐⽣、Web（東京）、2023/1/15

特別講演・
招待講演 76 Minamino T.　⽼化の抑制は可能か︖　いのはな同窓会（東京⽀部）　2023年1⽉16⽇ 銀座アスターお茶の⽔賓館

特別講演・
招待講演 77 末永祐哉.⼼不全患者さんのよりよい未来のために〜カリウムの適正管理を考える〜. VIATRIS＆AstraZeneca Joint Symposium2023/01/16. ウェブ講演

特別講演・
招待講演 78 葛⻄隆敏、肥満症治療における睡眠時無呼吸について、肥満と⽣活習慣病を考える会〜ハイブリッド開催〜、東京、2023/1/19

特別講演・
招待講演 79 岩⽥　洋　スタチンとSPPARMα 、 包括的脂質コントロールで予後改善を⽬指す-炎症抑制作⽤への期待-　パルモディアKowa Web 講演会　web，2023/1/24

特別講演・
招待講演 80 ⼟井　信⼀郎　PCI後慢性期でのプラスグレルの有効性 〜Chaperon study〜　抗⾎栓療法 Up To Date　Web，2023/1/24

特別講演・
招待講演 81 Yohko Yoshida. The role of cellular senescence in the pathologies of cardiovascular-metabolic diseases. 熊本⼤学リエゾンラボ研究会／リーディングプログラム︓HIGO最先端研

究セミナー, 2023年1⽉25⽇, 熊本⼤学

特別講演・
招待講演 82 岩⽥　洋　包括的脂質コントロールで予後改善を⽬指す: LDL-C低下療法による炎症抑制効果とは　Kowa Web Conference　Web，2023/1/26

特別講演・
招待講演 83 Minamino T.  加齢関連循環器疾患の病態解明と細胞⽼化を標的とした新たな治療戦略　第32回⽇本循環薬理学会　特別講演I　2023年1⽉27⽇　⼤⽥区産業プラザPiO

特別講演・
招待講演 84 末永祐哉.⼼不全薬物治療の⾄適タイミング.ARNI Winter Camp〜⼼不全治療薬の早期導⼊〜.2023/01/27. ウェブ講演

特別講演・
招待講演 85 加藤隆⽣, Fabry Disease Webinar, 武⽥薬品, 2023年1⽉27⽇

特別講演・
招待講演 86 岩⽥　洋　スタチンとSPPARMα、包括的脂質コントロールと炎症抑制効果で予後改善を⽬指す　CKDにおける動脈硬化予防の最前線　ハイブリッド　2023/1/28

特別講演・
招待講演 87 岡﨑　真也　TAVI後PCI、知っておくべきA to Z　Ultra Conference　〜TAVI後PCI治療を考える〜Web，2023/2/2

特別講演・
招待講演 88 ⼟肥　智貴　不安定プラークガイド下治療の重要性を考える〜冠動脈イメージング評価と脂質低下療法の意義〜　第4回循環器Forum in YOKOHAMA　Web，2023/2/3

特別講演・
招待講演 89 横⼭美帆. Anytime, Anywhere Cardiac Rehabilitationへの挑戦. 第16回運動循環器病学研究会 2023年2⽉4⽇Web開催.



特別講演・
招待講演 90 岩⽥　洋　動脈硬化残余リスクにおける炎症の意義 : Residual inflammatory riskとは　第23回動脈硬化教育フォーラム　東京，2023/2/5

特別講演・
招待講演 91 Minamino T.　⽼化の抑制は可能か︖　宮⽥ 満のバイオ・アメイジング　2023年2⽉6⽇　Web

特別講演・
招待講演 92 加藤隆⽣, 循環器遺伝疾患Webセミナー, Amicus, 2023年2⽉6⽇

特別講演・
招待講演 93 岩⽥　洋　変⾰期を迎えた2型糖尿病治療︓⼼⾎管イベントを⾒据えた選択とは　DiaMond Seminar in四国 〜循環器領域でのDPP4阻害剤を再考する〜　Web，2023/2/7

特別講演・
招待講演 94 Minamino T.　⽼化から⾒た⽣活習慣病の治療⽅策　第10回埼⽟県⻄部糖尿病・脂質研究会　2023年2⽉7⽇ 川越プリンスホテル

特別講演・
招待講演 95 Minamino T.　開会の辞　第5回循環器疾患連携Webセミナー　2023年2⽉9⽇　御茶ノ⽔ソラシティカンファレンスセンター

特別講演・
招待講演 96 葛⻄隆敏、⼼房細動患者のケアにおける睡眠時無呼吸の重要性、イグザレルトWEBカンファレンス What's the hot topic in CVD? -アブレーションの最新事情/循環器医師が⾒た睡眠時無呼吸-、

2023/2/9

特別講演・
招待講演 97 上⽊　裕介　⽇常循環器診療に潜む肺⾼⾎圧症, 三国峠PAHカンファレンス,　2023/2/10

特別講演・
招待講演 98 岩⽥　洋　予後改善を⽬指す糖尿病治療の新戦略〜循環器内科医の視点から考察すCardiology GLP-1RA Update Seminar　Web，2023/2/13

特別講演・
招待講演 99 葛⻄隆敏、⼼房細動患者のリスク管理〜睡眠時無呼吸と⾼⾎圧〜、抗⾎栓トータルケアシアター、Web（東京）、2023/2/14

特別講演・
招待講演 100 岩⽥　洋　スタチンとSPPARMα、包括的脂質コントロールで予後改善を⽬指す ｰ炎症抑制作⽤への期待ｰ　第2回Young Cardiologist Meeting　Web，2023/2/15

特別講演・
招待講演 101 岩⽥　洋　糖尿病性腎症のリスクにどう向き合うか︓循環器内科の⽴場から」DKD Session　Heart Disease Total Management Seminar　Web，2023/2/16

特別講演・
招待講演 102 Minamino T.　⽼化からみた⽣活習慣病の治療を考える　第7回上総脳卒中・⽣活習慣病研究会　2023年2⽉16⽇ 五井グランドホテル

特別講演・
招待講演 103 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、循環器内科医のための不眠症治療WEBセミナー、Web（東京）、2023/2/16

特別講演・
招待講演 104 Minamino T.　 抗⽼化治療検証のための⽼化指標の確⽴　⽇本抗加齢医学会　ミーティング　2023年2⽉20⽇　東京

特別講演・
招待講演 105 葛⻄隆敏、循環器疾患患者の睡眠と睡眠障害、循環器疾患と不眠を考える会、Web（東京）、2023/2/20

特別講演・
招待講演 106 Minamino T.　加齢に伴う⽼化細胞蓄積メカニズムとその病的⽼化形質に対する関与の解明　⾰新的先端研究開発⽀援事業領域会議　2023年2⽉20⽇　フクラシア⼋重洲

特別講演・
招待講演 107 岩⽥　洋　スタチンと SPPARMα、包括的脂質コントロールで予後改善を⽬指すｰ炎症抑制作⽤への期待ｰ　Kowa Web カンファレンス　web，2023/2/21



特別講演・
招待講演 108 ⼟肥　智貴　不安定プラークガイド下PCIの可能性を考える〜イメージングを駆使した診断と脂質低下療法の意義〜　PCI-Round Table Seminar　Web，2023/2/21

特別講演・
招待講演 109 葛⻄隆敏、どう捉える、その⼼房細動!〜睡眠時無呼吸症候群エキスパートの視点〜、⽇本不整脈⼼電学会 ランチョンセミナー4、仙台、2023/2/24

特別講演・
招待講演 110 Minamino T.  ⽼化の観点から⽣活習慣病を考える　第267回⽇本循環器学会 関東甲信越地⽅会ランチョンセミナー5　2023年2⽉25⽇ ステーションカンファレンス東京

特別講演・
招待講演 111 岩⽥　洋　糖尿病性腎症のリスクにどう向き合うか︓循環器内科の⽴場から　CVDを再考する〜⼼不全と糖尿病性腎症〜　Web，2023/2/27

特別講演・
招待講演 112 岩⽥　洋　糖尿病性腎症のリスクにどう向き合うか︓循環器内科の⽴場から　webカンファレンス　Web，2023/2/28

特別講演・
招待講演 113 葛⻄隆敏、⼼房細動患者さんのリスク管理〜睡眠時無呼吸から⾒た循環器疾患〜、循環器疾患治療を考える会、Web（東京）、2023/2/28

特別講演・
招待講演 114 加藤隆⽣, Sumitomo Pharma 循環器ファブリー病フォーラム, 住友ファーマ, 2023年2⽉28⽇

特別講演・
招待講演 115 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、内科医のための不眠症診療Webセミナー、Web（東京）、2023/3/2

特別講演・
招待講演 116 横⼭美帆. J-CARRY study　⽇本循環器連合up-to-dateセミナー「⽇本⼼臓リハビリテーション学会」⼼臓リハビリテーションのエビデンス創出とその社会実装に向けて　第87回⽇本循環器学会学術

集会　福岡　2023/3

特別講演・
招待講演 117 岩⽥　洋　⾮肥満症例における2型糖尿病治療︓⼼⾎管イベントを⾒据えた選択　Web，2023/3/6

特別講演・
招待講演 118 加藤隆⽣, DiaMond Live Seminar, 住友ファーマ, 2023年3⽉6⽇

特別講演・
招待講演 119 葛⻄隆敏、SASと⾼⾎圧の治療戦略、⾜⽴区医師会呼吸器研究会、Web（東京）、2023/3/7

特別講演・
招待講演 120 Yohko Yoshida, Ippei Shimizu, Tohru Minamino. Choline-derived metabolite as a novel therapeutic target for heart failure. 第87回⽇本循環器学会学術集会, ISHR 

U45ジョイントシンポジウム;Rising star session(U45 ISHR企画), 2023年3⽉10-12⽇,福岡

特別講演・
招待講演 121 降旗⾼明, ⾼⽥真吾, 絹川真太郎. Energy Metabolism in Skeletal Muscle Abnormalities with Heart Failure. 第87回⽇本循環器学会学術集会, Symposium 14 【Skeletal 

muscle abnormalities and cardiac rehabilitation in heart failure】, 2023年3⽉10-12⽇,福岡

特別講演・
招待講演 122 末永祐哉．時間軸を意識したトルバプタン点滴静注のポジショニング．Luncheon Seminar 22. 第87回⽇本循環器学会学術集会 2023/3/10-12 福岡

特別講演・
招待講演 123 末永祐哉．Epidemiology and Mechanisms of Anemia in Heart Failure: What Do We Need to Know? モーニングレクチャー2．第87回⽇本循環器学会学術集会 2023/3/10-12 

福岡

特別講演・
招待講演 124  末永祐哉．会⻑特別企画6,今こそ⼼サルコイドーシス再考．総括．第87回⽇本循環器学会学術集会 2023/3/10-12 福岡

特別講演・
招待講演 125 末永祐哉. 時間軸を意識したトルバプタン点滴静注のポジショニング. 第87回⽇本循環器学会共催セミナー. 2023/03/10. マリンメッセ福岡



特別講演・
招待講演 126 Goro Katsuumi, Tohru Minamino. Cellular Senescence of Vascular Cells as a Therapeutic Target in Cardio-Metabolic Diseases. 第87回⽇本循環器学会学術集会, 福岡, 

2023.3.11-13

特別講演・
招待講演 127 Minamino T. Seno-therapeutics as a novel therapeutic strategy for vascular aging. 87th ANNUAL SCIENTIFIC MEETING OF THE JAPANESE CIRCULATION SOCIETY 

 Plenary 8:Phenotypes of vascular aging and non-vascular aging: Their experimental and clinical findings 2023/3/11 Fukuoka

特別講演・
招待講演 128 Minamino T.　 ⽼化細胞を標的とした抗⽼化治療の開発　第100回⽇本⽣理学会⼤会シンポジウム　細胞⽼化︓臓器の恒常性と寿命における役割　2023年3⽉15⽇　国⽴京都国際会館

特別講演・
招待講演 129 《座⻑》葛⻄隆敏、⾼⾎圧と睡眠呼吸障害〜循環器領域における睡眠呼吸障害の診断・治療に関するガイドライン(2023年改訂版)を踏まえて、第87回⽇本循環器学会学術集会 ランチョンセミナー

52、福岡、2023/3/12

特別講演・
招待講演 130 《座⻑》葛⻄隆敏、Cardiology and sleep apnea, regarding the aspects of the autonomic nervous system、Floras先⽣来⽇特別講演 in 順天堂、東京、2023/3/13

特別講演・
招待講演 131 葛⻄隆敏、SASと⾼⾎圧の治療戦略、⾜⽴区医師会呼吸器研究会、Web（東京）、2023/3/13

特別講演・
招待講演 132 葛⻄隆敏、⽇常診療における症状と診断ポイント〜慢性⼼不全、「息切れ」を考える、東京、2023/3/14

特別講演・
招待講演 133 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸を合併する2型糖尿病患者の治療について、Kowa Web Conference、Web（東京）、2023/3/15

特別講演・
招待講演 134 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸症候群から考える循環器疾患〜⼼房細動と⼼不全〜、ベリキューボ イグザレルトWEBカンファレンス What's the hot topic in CVD?、Web（東京）、2023/3/16

特別講演・
招待講演 135 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、循環器内科医のための不眠症診断WEBセミナー、Web（東京）、2023/3/16

特別講演・
招待講演 136 Minamino T.　⽼化から⼼不全や糖尿病の治療⽅策を考える　DUAL Seminar in Aichi　2023年3⽉17⽇　Web

特別講演・
招待講演 137 横⼭美帆. ⼼臓リハビリテーションの現状と課題〜合併症・疼痛コントロールを含めて〜 ⼼臓リハビリテーション連携webカンファレンス 2023年3⽉23⽇Web

特別講演・
招待講演 138 葛⻄隆敏、⼼不全における睡眠時無呼吸と貧⾎〜治療ターゲットとなりうるか︖〜、第184回仙台⼼臓⾎管研究会、Web（東京）、2023/3/22

特別講演・
招待講演 139 岩⽥　洋　『予後改善を⽬指す糖尿病治療の新戦略〜循環器内科医の視点から考察する〜　経⼝GLP-1 Update Seminar  ⼤宮，2023/3/24

特別講演・
招待講演 140 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸から⾒た循環器疾患〜⾼⾎圧治療におけるMRブロッカーの可能性〜、循環器トータルケアセミナー in 清瀬、Web（東京）、2023/3/24

特別講演・
招待講演 141 Minamino T.　⽼化の観点から⽣活習慣病を考える　Diabetes Blooming Seminar in Osaka　2023年3⽉24⽇　Web

特別講演・
招待講演 142 岩⽥　洋　新たな時代を迎えた⼼不全治療︓エビデンスをベッドサイドでどう⽣かすか　ベリキューボWeb Seminar-⼼不全のさらなる予後改善のために-　Web，2023/3/28

特別講演・
招待講演 143 加藤隆⽣, ベリキューボ錠Web conference, バイエル薬品, 2023年3⽉29⽇



特別講演・
招待講演 144 横⼭美帆. ⾕本道哉. 美味しく楽しくエクササイズ 健康寿命を延ばすその秘訣とは︖ 第31回⽇本医学会総会 東京　2023/4 東京

特別講演・
招待講演 145 末永祐哉.⼼不全専⾨医が考えるSGLT2阻害薬のこれまでとこれから. 循環器疾患治療Up to Date Seminar. 2023/04/10. 静岡ウェブ講演

特別講演・
招待講演 146 ⼟肥　智貴　冠動脈疾患におけるプラーク評価と脂質管理の重要性〜スタチン＋αから中性脂肪管理の意義まで考える〜　Kowa web Conference　Web，2023/4/14

特別講演・
招待講演 147 加藤隆⽣, Cardio Renal Online Symposium, アストラゼネカ, 2023年4⽉14⽇

特別講演・
招待講演 148 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、第8回⽇本⾎管⼼不全学会・学術講演会 ランチョンセミナー2、東京、2023/4/16

特別講演・
招待講演 149 末永祐哉.予後改善を⽬指した⼼不全治療におけるカリウム管理. CHF Medical Strategy Seminar 〜⼼不全治療のカリウム管理を考える〜. 2023/04/19. ⼭形ウェブ講演

特別講演・
招待講演 150 葛⻄隆敏、循環器内科医にとってツイミーグは必要か︖〜臨床経験から検討する〜、ツイミーグ講演会 DUAL Seminar -From the field of Cardiology-、Web（東京）、2023/4/20

特別講演・
招待講演 151 《座⻑》葛⻄隆敏、Cardiology Nephrologyセミナー、Web（東京）、2023/4/21

特別講演・
招待講演 152 加藤隆⽣, Cardio Nephrologyセミナー, MSD, 2023年4⽉21⽇

特別講演・
招待講演 153 ⼟肥　智貴　不安定プラークガイド下治療の重要性を考える〜冠動脈イメージング評価と脂質低下療法の意義〜　CV Conference in Niigata　〜PCI治療のOptimal Medical Therapyを考える

〜　web，2023/4/21

特別講演・
招待講演 154 Minamino T. ⾎管⽼化を防ぐには︖　第31回⽇本医学会総会　マルキューブ︓オープンセミナー　2023年4⽉21⽇　丸ビル

特別講演・
招待講演 155 Minamino T. ⼼⾎管⽼化を防ぐには︖　第31回⽇本医学会総会　「抗⽼化と⽣活習慣病の未来を語る」　2023年4⽉22⽇　ステーションコンファレンス東京

特別講演・
招待講演 156 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、不眠症治療WEBセミナー in 那須烏⼭、Web（名古屋）、2023/4/25

特別講演・
招待講演 157 末永祐哉. 急性⼼不全の新たなうっ⾎治療戦略. 浜松 ⼼不全カンファレンス. 2023/04/28. ウェブ講演

特別講演・
招待講演 158 Minamino T.　Seno-therapeuticsの展望　2023年度東⼤医科研⼤学院セミナー【⽼化研究の新展開と応⽤】　2023年5⽉8⽇　Web

特別講演・
招待講演 159 Minamino T. ⽼化細胞を標的とした抗⽼化治療の開発　2023年度第1回⽇本抗加齢医学会 WEBメディアセミナー　2023年5⽉11⽇

特別講演・
招待講演 160 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸から⾒た循環器疾患〜⾼⾎圧治療におけるMRブロッカーの可能性〜、アルドステロン関連⾼⾎圧症を考える会、Web（東京）、2023/5/12

特別講演・
招待講演 161 藤本 雄⼤、末永 祐哉、前⽥ ⼤智、堂垂 ⼤志、 砂⼭ 勉、磯 隆史、中村 優、真 優スレーシュワル、⾚間 友⾹、吉岡 賢⼆、北井 豪、成瀬 代⼠久、⾕⼝ 達典、⽥中 秀和、奥村 貴裕、⾺場 裕

⼀、鍋⽥ 健、南野 徹．⼼臓サルコイドーシス診断時における⼼房 細動合併の予後との関連．第9回⽇本⼼筋症研究会．2023/5/13 ⼤阪



特別講演・
招待講演 162 礒 隆史、前⽥ ⼤智、末永 祐哉、堂垂 ⼤志、砂⼭ 勉、鍋⽥ 健、⾺場 裕⼀、北井 豪、成瀬 代⼠久、⾕⼝ 達典、⽥中 秀和、奥村 貴裕、吉岡 賢治、南野 徹．⼼臓サルコイドーシスの特徴と致

死性不整 脈リスクの性差について．第9回⽇本⼼筋症研究会．2023/5/13 ⼤阪.

特別講演・
招待講演 163 前⽥ ⼤智、末永 祐哉、堂垂 ⼤志、砂⼭ 勉、礒 隆史、中村 優、藤本 雄⼤、真 優スレーシュワル、⾚間 友⾹、吉岡 賢⼆、北井 豪、成瀬 代⼠久、⾕⼝ 達典、⽥中 秀和、奥村 貴裕、⾺場 裕

⼀、鍋⽥ 健、南野 徹．⼼臓限局性サルコイドーシス患者の臨床的 特徴および予後に関する検討．第9回⽇本⼼筋症研究会．2023/5/13 ⼤阪.

特別講演・
招待講演 164 佐野友紀, 加藤隆⽣. シャペロン療法中の左室閉塞機転を有するFabry病患者の病状評価, 第9回⽇本⼼筋症研究会, 2023年5⽉13⽇, 千⾥ライフセンター, ⼤阪

特別講演・
招待講演 165 ⼟井　信⼀郎　MitraClip™で広がる⼼不全治療戦略　MitraClip™症例報告研究会Web，2023/5/16

特別講演・
招待講演 166 ⼟肥　智貴　不安定プラークガイド下治療の重要性を考える〜冠動脈イメージング評価と脂質低下療法の意義〜　冠動脈疾患のOMTを考える　Web，2023/5/18

特別講演・
招待講演 167 岩⽥　洋　糖尿病腎症とどう向き合うか︓循環器内科の⽴場から　RKYU 20230522(XAR＆KRD)⼼腎連関症候群を考える会　宮崎，2023/5/22

特別講演・
招待講演 168 加藤隆⽣, Heart Failure Expert Seminar, アストラゼネカ 2023年5⽉23⽇

特別講演・
招待講演 169 加藤隆⽣, Road to cardiologist, アストラゼネカ, 2023年5⽉25⽇

特別講演・
招待講演 170 Minamino T.　⽼化から⼼不全や糖尿病の治療⽅策を考える　DUAL Seminar in Mie　2023年5⽉26⽇　Web

特別講演・
招待講演 171 ⼟肥　智貴　不安定プラークガイド下治療の重要性を考える〜冠動脈イメージング評価と脂質低下療法の意義〜　Interventionalist Expert Seminar in Okinawa　沖縄，2023/5/23

特別講演・
招待講演 172 末永祐哉. リアルワールドの急性期管理の現状と時間軸治療. 第4回AHF Expert Meeting. 2023/05/27. ウェブ講演

特別講演・
招待講演 173 岩⽥　洋　予後改善を⽬指す糖尿病治療の新戦略〜循環器内科医の視点から考察する〜　動脈硬化×糖尿病Webセミナー　Web，2023/6/1

特別講演・
招待講演 174 Minamino T.　 ⽼化制御は可能か︖　名古屋⼤学⼤学院医学系研究科 Distinctive Educational Program 2023　2023年6⽉1⽇　名古屋⼤学

特別講演・
招待講演 175 葛⻄隆敏、⾼⾎圧の最新治療戦略〜How to use ARNI〜、ARNI Hypertension Seminar、Web（越⾕）、2023/6/2

特別講演・
招待講演 176 加藤隆⽣, Fabry Disease Meeting for Cardiologists, サノフィ, 2023年6⽉3⽇

特別講演・
招待講演 177 Minamino T. ⽼化細胞を標的とした新たな抗⽼化治療戦略　第122回⽇本⽪膚科学会総会 教育講演 63　2023年6⽉4⽇　横浜パシフィコ

特別講演・
招待講演 178 葛⻄隆敏、How to use ARNI〜2023年版 循環器領域における睡眠時無呼吸障害の判断・治療に関するガイドラインを踏まえて〜、⾼⾎圧×SAS×ARNI ⼼不全×SAS×ARNI、Web（東

京）、2023/6/5

特別講演・
招待講演 179 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、⼋王⼦市医師会学術講演会、ハイブリッド開催（東京）、2023/6/7



特別講演・
招待講演 180 葛⻄隆敏、新たな”循環器領域における睡眠呼吸障害の診断・治療に関するガイドライン”を読み解く、第7回循環器SAS研究会学術Web講演会プログラム、Web（東京）、2023/6/10

特別講演・
招待講演 181 Minamino T. ⽼化制御は可能か︖　第46回 ⽇本基礎⽼化学会⼤会 ランチョンセミナー　2023年6⽉18⽇　横浜 パシフィコ横浜ノース

特別講演・
招待講演 182 岩⽥　洋　脂質・⾎管炎症をターゲットにした抗動脈硬化治療戦略　第2回 若⼿脂質・動脈硬化講演会　Web，2023/6/8

特別講演・
招待講演 183 ⼟肥 智貴　VulnerablePlaqueへの挑戦~PCSK9阻害薬をどう使う〜　PCSK9PremiumForum2023　東京，2023/6/11

特別講演・
招待講演 184 末永祐哉.予後改善を⽬指した⼼不全治療におけるカリウム管理. Heart Failure Meeting. 2023/06/12. 愛知ウェブ講演

特別講演・
招待講演 185 葛⻄隆敏、解説︕「循環器領域における睡眠時無呼吸の診断・治療に関するガイドライン」〜⼼房細動とMR関連⾼⾎圧の治療⽅策を中⼼に〜、⾝に付けたい︕睡眠医療の新常識－The dawn of 

a New Era－、Web（東京）、2023/6/12

特別講演・
招待講演 186 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸を合併する2型糖尿病患者の治療について、Kowa Web Conference、Web（東京）、2023/6/13

特別講演・
招待講演 187 Minamino T. Targeting senescent cells for the treatment of age-associated disease. International Association of Gerontology and Geriatrics 2023/6/14 Yokohama

特別講演・
招待講演 188 Minamino T. Seno-antigen/Seno-anergy as a novel target for senotherapeutics. A Wiggers-Bernard Conference̶Senescence in vivo 2023/6/15 Vienna

特別講演・
招待講演 189 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸を合併する2型糖尿病患者の治療について、Kowa Web Conference、Web（東京）、2023/6/16

特別講演・
招待講演 190 末永祐哉.予後改善を⽬指した⼼不全治療におけるカリウム管理. STOP︕⼼⾎管死Seminar. 2023/06/15. 福島ウェブ講演

特別講演・
招待講演 191 古内 亮、 加藤理史、 前島⼤輔、 清⽔逸平、南野 徹、褐⾊脂肪を活性化するボイセンベリーポリフェノールの研究開発、第46 回⽇本基礎⽼化学会⼤会　企業シンポジウム【企業が⽬指す⽼化制御

の挑戦】、横浜、2023年6⽉17⽇

特別講演・
招待講演 192 吉⽥陽⼦, 清⽔逸平, 南野徹. 加齢性疾患における腸内細菌由来代謝物質の意義. 第46回⽇本基礎⽼化学会⼤会, シンポジウム 6【腸内細菌と健康寿命】, 2023年6⽉16-18⽇, 横浜

特別講演・
招待講演 193 葛⻄隆敏、SASと逆流性⾷道炎治療、循環器GI Web Seminar、Web（東京）、2026/6/20

特別講演・
招待講演 194 Minamino T.　 ⽼化から⽣活習慣病の治療⽅策を考える　磐梯循環器カンファレンス　2023年6⽉22⽇　福島

特別講演・
招待講演 195 葛⻄隆敏、⼼不全と睡眠時無呼吸〜ベルイシグアトの可能性も含めて〜、イグザレルト＆ベリキューボWEBカンファレンス、Web（東京）、2023/6/22

特別講演・
招待講演 196 ⼟肥　智貴　「不安定プラークガイド治療の重要性を考える~冠動脈イメージング評価と脂質低下療法の意義~　 Lipid Management Seminar 〜冠動脈イメージングと脂質管理〜　ハイブリッド，

2023/6/23

特別講演・
招待講演 197 Minamino T.　 医師のキャリアパス　若⼿医師のための循環器内科セミナー2023　2023年6⽉24⽇ Web



特別講演・
招待講演 198 岩⽥　洋　糖尿病性腎症のリスクにどう向き合うか︓循環器内科の⽴場から　糖尿病性腎臓病のトータルマネジメント〜発売1周年記念講演会〜　Web，2023/6/26

特別講演・
招待講演 199 ⼟井　信⼀郎　SAPIEN3 Ultra RESILIAへの進化　SAPIEN 3 Ultra RESILIA User Meeting　ハイブリッド，2023/6/26

特別講演・
招待講演 200 葛⻄隆敏、⼼不全患者の⼼拍数診ていますか︖〜イバブラジンの位置づけを再考する〜、〜知っておきたい〜慢性⼼不全患者の⼼拍数モニタリング、Web（東京）、2023/6/27

特別講演・
招待講演 201 須⽥将吉  南野徹.  細胞⽼化におけるリソソームストレスと⽼化細胞除去治療　第75 回⽇本細胞⽣物学会⼤会 2023 年6 ⽉28 ⽇

特別講演・
招待講演 202 末永祐哉.予後改善を⽬指した ⼼不全治療におけるカリウム管理. Hyperkalaemia Management Seminar.2023/06/30. 東京ウェブ講演会

特別講演・
招待講演 203 葛⻄隆敏、睡眠呼吸障害と循環器疾患〜最近の話題〜、富⼭県循環器睡眠呼吸障害(SDB)セミナー、Web（東京）、2023/6/30

特別講演・
招待講演 204 加藤隆⽣, 循環器Next Stepセミナー, 持⽥製薬, 2023年6⽉30⽇

特別講演・
招待講演 205 加藤隆⽣, Amicus Fabry Disease Seminar in Tokyo, Amicus, 2023年7⽉1⽇

特別講演・
招待講演 206 上⽊　裕介  副甲状腺ホルモン(PTH)と肺⾼⾎圧症の関連性, 第23回 関東⼼・⾎管フォーラム, 2023/07/01

特別講演・
招待講演 207 ⼟井　信⼀郎　超⾼齢化社会におけるAS治療戦略　Heart Valve Conferen　Web，2023/7/3

特別講演・
招待講演 208 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、Web（東京）、地域で考える不眠症診療セミナー、2023/7/3

特別講演・
招待講演 209 加藤隆⽣, ファブリー病カンファレンス〜⼥性のライフイベントについて考える〜, サノフィ, 2023年7⽉3⽇

特別講演・
招待講演 210 葛⻄隆敏、⽇常診療で診る息切れ〜⼼不全とCOPD〜、Respiratory symposium、Web（東京）、2023/7/4

特別講演・
招待講演 211 岩⽥　洋　糖尿病性腎症のリスクにどう向き合うか︓循環器内科の⽴場から　ケレンディアWebカンファレンス_⼼保護と腎保護のために出来ることを考える_⽴川　Web，2023/7/4

特別講演・
招待講演 212 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸と⾼尿酸⾎症、⾼尿酸⾎症Webセミナー〜循環器内科と腎臓内科の対話から学ぶ〜、Web（東京）、2023/7/5

特別講演・
招待講演 213 葛⻄隆敏、⼼房細動患者のリスク管理〜睡眠時無呼吸と⾼⾎圧〜、東⼤和市医師会学術講演会、Web（東京）、2023/7/7

特別講演・
招待講演 214 岩⽥　洋　予後改善を⽬指す糖尿病治療の新戦略〜循環器内科医の視点から考察する〜　循環器関連疾患Up-To-Dateセミナー　Web，2023/7/7

特別講演・
招待講演 215 Minamino T.　炎症誘発細胞除去による100歳を⽬指した健康寿命延伸医療の実現　ムーンショット型研究開発事業令和5年度班会議　2023年7⽉7⽇　東京



特別講演・
招待講演 216 勝海悟郎. ⾎管⽼化を細胞レベルで理解し,新たな治療法の開発につなげる. 第55回⽇本動脈硬化学会総会・学術集会, 宇都宮, 2023年7⽉8⽇-9⽇

特別講演・
招待講演 217 Minamino T. Seno-therapeuticsの新展開　第55回⽇本動脈硬化学会総会・学術集会 シンポジウム16　2023年7⽉9⽇　宇都宮

特別講演・
招待講演 218 Minamino T.　炎症誘発細胞除去による100歳を⽬指した健康寿命延伸医療の実現　ムーンショット型研究開発事業　令和5年度サイトビジット　2023年7⽉10⽇　東京

特別講演・
招待講演 219 岩⽥　洋　スタチンとSPPARMα、包括的脂質コントロールで予後改善を⽬指す－炎症抑制作⽤への期待－　第5回おきなわ⽣活習慣病と循環器病フォーラム　沖縄，2023/7/13

特別講演・
招待講演 220 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸を合併する2型糖尿病患者の治療について、Kowa Web Conference、Web（東京）、2023/7/13

特別講演・
招待講演 221 Yuya Matsue. Advisory Board on HF Gap Report.  27th Asian Pacific Society of Cardiology (APSC) 2023/7/13-15 Singapore

特別講演・
招待講演 222 岩⽥　洋　予後改善を⽬指す糖尿病治療の新戦略〜循環器内科医の視点から考察する〜　⾹川県内科医会循環器会　特別講演会　Web，2023/7/18

特別講演・
招待講演 223 葛⻄隆敏、2023年改訂版 循環器領域における睡眠呼吸障害の診断・治療に関するガイドライン」の徹底解説〜さまざまな循環器疾患に合併するSDBの早期診断・治療のために〜、第18回神奈川

睡眠呼吸障害研究会、横浜、2023/7/19

特別講演・
招待講演 224 末永祐哉. 急性⼼不全の新たなうっ⾎治療戦略. サムタス1周年記念全国講演会. 2023/07/19. ウェブ講演

特別講演・
招待講演 225 葛⻄隆敏、睡眠呼吸障害と循環器疾患〜最近の話題〜、第19回岡⼭臨床睡眠研究会、Web（東京）、2023/7/20

特別講演・
招待講演 226 葛⻄隆敏、「2023年改訂版 循環器領域における睡眠呼吸障害の診断・治療に関するガイドライン」を紐解く〜さまざまな循環器疾患に合併するSDBの早期診断・治療のために〜、第16回東京循環

器睡眠呼吸障害研究会－循環器疾患における睡眠呼吸障害－、Web（東京）、2023/7/22

特別講演・
招待講演 227 岩⽥　洋　冠動脈疾患を合併した⼼房細動症例に対する抗⾎栓療法Update　「RAD」第36回　北陸PTCA研究会　⾦沢，2023/7/22

特別講演・
招待講演 228 岡﨑　真也　⼼房細動の治療戦略︕〜循環器内科医の考える左⼼⽿閉鎖の適応（Watchmanの使⽤経験から）〜　Brain Heart Conference　web，2023/7/24

特別講演・
招待講演 229 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、Insomnia Treatment Seminar for Acute & Chronic phase、Web（東京）、

2023/7/24

特別講演・
招待講演 230 葛⻄隆敏、慢性⼼不全患者の⾄適⼼拍数とは︖〜イバブラジンの位置づけを再考する〜、⼼不全Heart Rateセミナー〜どうする⼼拍数〜、Web（東京）、2023/7/25

特別講演・
招待講演 231 末永祐哉.⼼不全医が考えるSGLT2阻害薬のこれまでとこれから. Japan Cardiology Expert Tour in Tokyo - Including K Management -. 2023/7/25. ウェブ講演

特別講演・
招待講演 232 末永祐哉.⼼不全における直接的、間接的新規薬物治療〜SGLT2阻害薬への期待とカリウムの重要性〜. Heart Failure Expert Seminar. 2023/7/26. 富⼭ウェブ講演

特別講演・
招待講演 233 藤本進⼀郎︓冠動脈CTでプラ―クを診る. 第11回⽇本CT技術学会, 特別講演、札幌, 2023.7



特別講演・
招待講演 234 Minamino T. ⽼化の制御は可能か︖　JST創発　⽼化の多⾯的理解に向けた融合の場　2023年7⽉28⽇　⼀橋講堂

特別講演・
招待講演 235 Minamino T.　 ⽼化から⼼不全や糖尿病の治療⽅策を考える　DUAL Seminar in Tokai　2023年7⽉28⽇　Web

特別講演・
招待講演 236 Hsiao Chieh-Lun. Vaccination for senescence-associated glycoprotein ameliorates Alzheimerʼs pathology and cognitive behavior in mice. 5th Asian 

Cardiovascular Symposium, A pre-meeting symposium of BCVS-2023, Boston, USA, 2023.7.30

特別講演・
招待講演 237 末永祐哉.⼼不全薬物治療の⾄適タイミング. ARNI National Expert Meeting.2023/07/30. グランドニッコー東京台場

特別講演・
招待講演 238 葛⻄隆敏、SAS患者の病態、診断、治療について、2023年度ソムノデントMASクリニカルセミナー、東京、2023/7/30

特別講演・
招待講演 239 加藤隆⽣, 2023.7.31 ARNI festival 夏の陣, ノバルティスファーマ, 2023年7⽉31⽇

特別講演・
招待講演 240 横⼭美帆. 遠隔⼼リハ運動指導　患者指導から運動指導までの実際について　第29回⽇本⼼臓リハビリテーション学会学術集会 JHC-JARET-JACR共催シンポジウム　後期回復期遠隔⼼リハの現状

と今後の展望　横浜 2023年7⽉

特別講演・
招待講演 241

横⼭美帆、 島⽥和典、代⽥浩之、井澤英夫、⼤屋祐輔、三浦伸⼀郎、⽜島明⼦、 ⽊⽥圭亮、坂⽥泰彦、⻑⼭雅俊 、古川裕、三浦正暢、伊東秀崇、⼤堀克彦、⾨上俊明、網⾕英介、伊東春
樹、後藤葉⼀、牧⽥茂．⼼臓リハビリテーション学会レジストリー（The Japanese Association of Cardiac Rehabilitation Registry: J-CARRY study）の現状と今後の展望 第29回⽇本⼼
臓リハビリテーション学会学術集会　会⻑企画シンポジウム１「⼼リハのデビデンスup to date これからの⼼リハはどうあるべきか︖」 横浜　2023年7⽉

特別講演・
招待講演 242

横⼭美帆、島⽥和典、代⽥浩之、井澤英夫、⼤屋祐輔、三浦伸⼀郎、⽜島明⼦、 ⽊⽥圭亮、坂⽥泰彦、⻑⼭雅俊 、古川裕、三浦正暢、伊東秀崇、⼤堀克彦、⾨上俊明、網⾕英介、伊東春樹、
後藤葉⼀、牧⽥茂．⼼臓リハビリテーション学会レジストリー（The Japanese Association of Cardiac Rehabilitation Registry: J-CARRY study）の現状と今後の展望 第29回⽇本⼼臓リ
ハビリテーション学会学術集会　レジストリー・施設認定制度委員会と学術委員会共同企画「⼼臓リハビリテーション学会が取り組みレジストリー研究」 横浜　2023年7⽉

特別講演・
招待講演 243 森沢知之、菊地佑太、作⼭晃裕、⿑藤正和、⾼橋哲也、粕⾕宏樹、横⼭美帆、藤原俊之、代⽥浩之.⾼齢⼼臓外科患者の呼吸サルコペニアと吸気筋トレーニング第29回⽇本⼼臓リハビリテーション学

会学術集会 シンポジウム3︓呼吸療法と⼼臓リハビリテーション　　横浜　2023年7⽉

特別講演・
招待講演 244 ⾼橋哲也 ⿑藤正和 森沢知之 代⽥浩之 横⼭美帆 鍵⼭暢之 葛⻄隆敏 遠隔⼼臓リハビリテーションの現状と可能性について　第29回⽇本⼼臓リハビリテーション学会学術集会　シンポジウム6︓

Society 5.0を⾒据えた循環器診療と⼼臓リハビリテーションの挑戦　横浜　2023年7⽉

特別講演・
招待講演 245 Minamino T.　⽼化から⾒た⽣活習慣病の治療⽅策　動脈硬化と臓器連関「⼼臓と腎臓」　2023年8⽉3⽇　オリエンタルホテル東京ベイ

特別講演・
招待講演 246 Minamino T.　 ⽼化の観点から⼼不全治療を考える　バイエル社外講師勉強会　2023年8⽉3⽇　東京

特別講演・
招待講演 247 葛⻄隆敏、循環器領域における睡眠呼吸障害の診断・治療に関するガイドライン〜動脈硬化・冠動脈疾患における改訂のポイント〜、第31回⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会学術集会 ランチョ

ンセミナー8、福岡、2023/8/4

特別講演・
招待講演 248 ⼟井　信⼀郎　ESRD患者のTAVIの患者選択や安全性に関する講演会　WEB講演会　Evolut™ ESRD Seminar　Web，2023/8/16

特別講演・
招待講演 249 Fujimoto S: Current status of coronary CT angiography in Japan. 第31回⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会、福岡、2023.8

特別講演・
招待講演 250 Fujimoto S, Tomizawa N: Detection of viable myocardium and prediction of cardiac function improvement after revascularization by cardiac CT. 第31回⽇本⼼⾎

管インターベンション治療学会、福岡、2023.8



特別講演・
招待講演 251 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、⼭⼝市医師会学術講演会、Web（東京）、2023/8/9

特別講演・
招待講演 252 葛⻄隆敏、⽇常診療で診る息切れ〜⼼不全とCOPD〜、Change COPD online Symposium、Web（東京）、2023/8/21

特別講演・
招待講演 253 葛⻄隆敏、糖尿病を有する⼼不全患者の管理、第5回Metabolic Cardiac Liaison Conference、東京、2023/9/1

特別講演・
招待講演 254 葛⻄隆敏、併存症・合併症からみた睡眠時無呼吸、睡眠時無呼吸症候群セミナー in SAITAMA、Web（東京）、2023/9/6

特別講演・
招待講演 255 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸症候群と⼼⾎管疾患のリスクについて、閉塞性睡眠時無呼吸症候群の治療選択肢 ⾆下神経電気刺激療法について〜CPAPが使⽤できない患者さんへの代替治療〜、東

京、2023/9/7

特別講演・
招待講演 256 葛⻄隆敏、循環器疾患患者の睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の可能性〜、不眠症診療Webセミナー in 多摩、Web（東京）、2023/9/7

特別講演・
招待講演 257 岡﨑　真也　超⾼齢社会における⼼房細動治療の新たな選択肢 〜その患者さん、抗凝固薬︖ 左⼼⽿閉鎖︖〜　第6回 循環器疾患連携セミナー　ハイブリッド　東京，2023/9/7

特別講演・
招待講演 258 Minamino T.　がん治療における腫瘍循環器診療の意義　〜循環器内科医の⽴場から〜　⽇本腫瘍循環器学会メディアセミナー　2023年9⽉7⽇　Web

特別講演・
招待講演 259 Minamino T.　開会の辞　循環器疾患連携Webセミナー　2023年9⽉7⽇　お茶の⽔

特別講演・
招待講演 260 末永祐哉．J-NECST,エキスパートに聞く︕〇〇のコツ．製薬企業と協働して⾏う臨床研究．第71回⽇本⼼臓病学会学術集会2023/9 /8-10 東京

特別講演・
招待講演 261 末永祐哉．⼼不全専⾨医が考えるSGLT2阻害薬のこれまでとこれから．第71回⽇本⼼臓病学会学術集会2023/9 /8-10 東京

特別講演・
招待講演 262 末永祐哉.⼼不全専⾨医が考えるSGLT2阻害薬のこれまでとこれから. 第71回⽇本⼼臓病学会学術集会 LS. 2023/9/9. 京王プラザホテル

特別講演・
招待講演 263 葛⻄隆敏、Patient Journey－⼼不全再⽣治療の連携－新しい治療を患者さんに届けるために、第71回⽇本⼼臓病学会学術集会 コーヒーブレイクセミナー4、東京、2023/9/9

特別講演・
招待講演 264 ⼟肥　智貴　循環器病予防療養指導⼠︓狭⼼症、⼼筋梗塞　第71回⽇本⼼臓病学会学術集会　東京，2023/9/10

特別講演・
招待講演 265 Minamino T.　⽼化は制御可能か︖　Next Strategy Seminar　〜今後の循環器医療を考える会〜　2023年9⽉11⽇　あべのハルカス　⼤阪

特別講演・
招待講演 266 岩⽥　洋　予後改善を⽬指す糖尿病治療の新戦略〜循環器内科医の視点から考察する〜　第399回練⾺区医師会学術部内科医会臨床研究会　Web，2023/9/12

特別講演・
招待講演 267 葛⻄隆敏、SASと逆流性⾷道炎治療、Expert Pulmonologist Seminar、Web（東京）、2023/9/12

特別講演・
招待講演 268 岩⽥　洋　予後改善を⽬指す糖尿病治療の新戦略　〜循環器内科医の視点から考察する〜　GLP-1Web講演会 開催のお知らせ　Web，2023/9/14



特別講演・
招待講演 269 葛⻄隆敏、⼼電図データから読み解く睡眠 夜間の⼼電図から睡眠を評価できるか︖、⽇本睡眠学会第45回定期学術集会 ランチョンセミナー8、横浜、2023/9/15

特別講演・
招待講演 270 《座⻑》葛⻄隆敏、⾼齢者総合診療から考える慢性気管⽀炎への戦略的アプローチ、⽊漏れ陽2032を考える会 in Tokyo、Web（東京）、2023/9/15

特別講演・
招待講演 271 Yuya Matsue HCM: current treatment strategy and future perspectives．Heart Failure Seoul 2023. 2023/9/21-23. Seoul, Korea

特別講演・
招待講演 272 Yuya Matsue Sarcoidosis: Focus on antiInflammatory management. Heart Failure Seoul 2023. 2023/9/21-23. Seoul, Korea.

特別講演・
招待講演 273 葛⻄隆敏、循環器疾患患者の睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の可能性〜、宇都宮市医師会学術講演会、宇都宮、2023/9/21

特別講演・
招待講演 274 末永祐哉.予後改善を意識した最適なK管理とは︖各専⾨の視点からみるカリウム管理の現状と課題. LOKELMA National Symposium. 2023/9/23.ホテル椿⼭荘東京

特別講演・
招待講演 275 葛⻄隆敏、⼝腔内装置(Oral Appliance: OA)、2023年度ソムノデントMASクリニカルセミナー、東京、2023/9/24

特別講演・
招待講演 276 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸と糖尿病、糖尿病関連疾患 Expert Web seminar、Web（東京）、2023/9/25

特別講演・
招待講演 277 岩⽥　洋　予後改善を⽬指す糖尿病治療の新戦略︓循環器内科からの視点　⼼⾎管イベントを考慮した薬物治療　web，2023/9/26

特別講演・
招待講演 278 岩⽥洋　予後改善を⽬指す糖尿病治療の新戦略〜循環器内科医の視点から考察する　GLP-1 Web講演会　Web，2023/9/28

特別講演・
招待講演 279 横⼭美帆. 糖尿病患者におけるリアルタイムCGMを活⽤した運動療法の活⽤性. 浦安糖尿病療養指導WEBセミナー　2023.9.28 千葉県浦安　Web開催

特別講演・
招待講演 280 加藤隆⽣, Road to cardiologist, アストラゼネカ, 2023年9⽉28⽇

特別講演・
招待講演 281 Minamino T.　⽼化は制御可能か︖　第 5回ソニーライフサイエンスウェビナー　2023年9⽉29⽇　Web

特別講演・
招待講演 282 末永祐哉．教育講演2．本邦の⼼臓サルコイドーシス診療における未解決問題． 第43回サルコイドーシス／⾁芽腫性疾患学会総会2023/10/6-7 浜松

特別講演・
招待講演 283 末永祐哉．U40から発信したエビデンスの裏側を探る．第27回⽇本⼼不全学会学術集会2023/10/6-8 横浜

特別講演・
招待講演 284 末永祐哉．ランチョンセミナー16，75歳以上のAF＋HF患者をどうするか︖⼼不全医・不整脈医の治療戦略に違いはあるのか．第27回⽇本⼼不全学会学術集会2023/10/6-8 横浜

特別講演・
招待講演 285 ⼟井　信⼀郎　SHDビデオライブ3　 TAVIビデオライブ　Navitor　コメテーター　第62回⽇本⼼⾎管インターベンション治療学会 関東甲信越地⽅会　東京，2023/10/13

特別講演・
招待講演 286 葛⻄隆敏、慢性⼼不全患者の⾄適⼼拍数とは︖〜イバブラジンの位置づけを再考する〜、Heart Rateフォーラム in 九州沖縄〜⼼拍数と⼼不全治療〜、Web（東京）、2023/10/13



特別講演・
招待講演 287 葛⻄隆敏、循環器疾患患者の睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の可能性〜、循環器疾患と不眠症診療を考える会、Web（東京）、2023/10/16

特別講演・
招待講演 288 Minamino T.　 ⽼化の観点から⼼腎連関を考える　ダーブロック錠Webセミナー　2023年10⽉16⽇　Web

特別講演・
招待講演 289 古賀　聖⼠　超⾼齢社会における⼼房細動に対する抗凝固療法のコツ　ハートを守る会　Web，2023/10/19

特別講演・
招待講演 290 葛⻄隆敏、「2023年改訂版循環器領域における睡眠呼吸障害の診断・治療に関するガイドライン」のポイント〜循環器疾患に合併するSDBの早期診断・治療のために〜、SAS WEBセミナー、Web

（東京）、2023/10/20

特別講演・
招待講演 291 横⼭美帆. ⼼不全⾮薬物治療の最新の動向　シンポジウム10︓⼼不全への多⾯的介⼊ 第60回⽇本臨床⽣理学会総会 群⾺　2023/10/22

特別講演・
招待講演 292 横⼭美帆. 循環器疾患における⻑期予後を意識した排便管理の重要性 〜⼼臓リハビリテーションからのアプローチ〜 アミティーザ Monthly セミナー2023/10/24 東京 Web開催.

特別講演・
招待講演 293 葛⻄隆敏、循環器疾患患者の睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の可能性〜、第132回尼崎⼼疾患を語る会、Web（東京）、2023/10/28

特別講演・
招待講演 294 Minamino T. ⽼化の制御は可能か︖第76回⽇本⾃律神経学会総会　教育講演4　2023年10⽉29⽇　埼⽟会館

特別講演・
招待講演 295 藤本進⼀郎. ⼼臓CT分野におけるAIの活⽤. 第64回⽇本脈管学会, 横浜, 2023.10

特別講演・
招待講演 296 葛⻄隆敏、慢性⼼不全の⾄適⼼拍数とは︖〜イバブラジンの位置づけを再考する〜、⼼拍管理を再考する〜The Fantastic Four＋α、Web（東京）、2023/10/30

特別講演・
招待講演 297 勝海悟郎, 南野徹. Seno-antigen and senolytic therapy with utilization of immune function., 第96回⽇本⽣化学会⼤会, 福岡, 2023年10⽉31⽇〜11⽉2⽇

特別講演・
招待講演 298 加藤隆⽣, Seminar for Future Cardiologist, 住友ファーマ, 2023年11⽉2⽇

特別講演・
招待講演 299 Minamino T. Targeting senescent cells for the treatment of age-associated disease.  Federation of the Asian and Oceanian Physiological Societies Congress 

2023/11/3 Daegu, KOREA

特別講演・
招待講演 300 葛⻄隆敏、⽣活習慣病における睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の９年と今後の展望〜、第41回⽇本神経治療学会学術集会 ランチョンセミナー7、東京、2023/11/3

特別講演・
招待講演 301 葛⻄隆敏、SAS治療メカニズム、2023年度ソムノデントMASクリニカルセミナー、東京、2023/11/5

特別講演・
招待講演 302 横⼭美帆. シームレスに取り組む多職種連携 〜⼼臓リハビリテーションの意義を再考する〜 ⼼臓リハビリテーションNext 〜⼼⾎管疾患予防の可能性を考える〜 2023.11.7.東京 Web開催

特別講演・
招待講演 303 葛⻄隆敏、⽇常診療で診る息切れ〜⼼不全とCOPD〜、Change COPD online Symposium、Web（東京）、2023/11/7

特別講演・
招待講演 304 葛⻄隆敏、2023年改訂版 循環器領域における睡眠呼吸障害の診断・治療に関するガイドラインを紐解く〜さまざまな循環器疾患に合併するSDBの早期診断・治療のために〜、第24回熊本睡眠呼

吸障害研究会、熊本、2023/11/10



特別講演・
招待講演 305 末永祐哉.⼼不全薬物治療の⾄適タイミング. 加賀医師会学術講演会. 2023/11/16. ウェブ講演

特別講演・
招待講演 306 横⼭美帆. ⼼臓リハビリテーションの普及と定着に向けて. 2023年度第7回区東北部地域リハビリテーション⽀援センター研修会 2023/11/17 Web開催

特別講演・
招待講演 307 藤本進⼀郎. Post-ISCHEMIA時代における冠動脈CTの役割.  第36回⽇本冠疾患学会, ⾦沢, 2023.11

特別講演・
招待講演 308  Yuya Matsue．Heart Failure - An under-appreciated complication of Diabetes-A Cardiologist Viewpoint．Taking Diabetes to Heart - An APAC Expert Forum．

2023/11/18．Hong Kong．

特別講演・
招待講演 309 葛⻄隆敏、⽇常診療で診る息切れ〜⼼不全とCOPD〜、地域で診る肺の⽣活習慣病セミナー、Web（東京）、2023/11/20

特別講演・
招待講演 310 葛⻄隆敏、⽇常診療で診る息切れ〜⼼不全とCOPD〜、第23回城東呼吸器の会、Web（東京）、2023/11/21

特別講演・
招待講演 311 葛⻄隆敏、⾼尿酸⾎症と睡眠時無呼吸、SURIネットフォーラム、Web（東京）、2023/11/24

特別講演・
招待講演 312 末永祐哉.⼼不全薬物治療の⾄適タイミングHeart failure Web Symposium 〜⼼不全増悪させないために今できることは〜. 2023/11/24. ウェブ講演

特別講演・
招待講演 313 《座⻑》葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸症候群の現状と新展開、第22回臨床CPAP研究会、Web（東京）、2023/11/25

特別講演・
招待講演 314 吉⽥陽⼦. 細胞⽼化を標的とした肥満、糖尿病の新規治療法の開発. 第44 回⽇本肥満学会・第41回⽇本肥満症治療学会学術集会, JASSOシンポジウム 7, 2023年11⽉25-28⽇, 仙台

特別講演・
招待講演 315 Minamino T.　⽼化は制御可能か︖　第55回健康⽂化研究懇話会　2023年11⽉27⽇　浜離宮朝⽇ホール

特別講演・
招待講演 316 《座⻑》葛⻄隆敏、⼼房細動のトータルマネジメントとは〜2型糖尿病、睡眠呼吸障害を含めたライフスタイルモディフィケーションの重要性〜、2型糖尿病患者における腎症と不整脈の関係を考える、ハイブ

リット開催（東京）、2023/11/27

特別講演・
招待講演 317 《モデレーター》葛⻄隆敏、2型糖尿病患者の腎⼼連関における不整脈予防を⾒据えたSGLT2阻害薬の意義、、2型糖尿病患者における腎症と不整脈の関係を考える、ハイブリット開催（東京）、

2023/11/27

特別講演・
招待講演 318 葛⻄隆敏、循環器領域における睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の使い分けを含めた今後の展望〜、循環器疾患合併症セミナー、Web（東京）、2023/11/28

特別講演・
招待講演 319 上⽊　裕介  東⽇本PAH Next Forum〜TSUNAGARI〜 2023/12/2

特別講演・
招待講演 320 加藤隆⽣, 東⽇本PAH NEXT FORUM, ヤンセン, 2023年12⽉2⽇

特別講演・
招待講演 321 Minamino T. ⽼化の制御は可能か︖　⽇本内科学会学術集会　第51回 内科学の展望　2023年12⽉3⽇　那覇⽂化芸術劇場なはーと（那覇市）

特別講演・
招待講演 322 葛⻄隆敏、糖尿病を有する⼼不全患者の管理、循環器Update Seminar、Web（東京）、2023/12/5



特別講演・
招待講演 323 末永祐哉. 時間軸を意識したトルバプタン点滴静注のポジショニング. 関⻄⽔の会. 2023/12/6. ウェブ講演

特別講演・
招待講演 324 末永祐哉.⼼不全薬物治療の⾄適タイミング. Heart and Brain ARNI Web Symposium. 2023/12/8. ウェブ講演

特別講演・
招待講演 325 加藤隆⽣, Sumitomo Pharma WEB Seminar, 住友ファーマ, 2023年12⽉8⽇

特別講演・
招待講演 326 Yuya Matsue. Managing worsening heart failure: recent updates and case sharing.　2023/12/11-12．Hong Kong

特別講演・
招待講演 327 Yuya Matsue Tackling worsening heart failure: from clinical research and day-to-day practice. Bayer-standalone Medical events．2023/12/11-12．Hong Kong

特別講演・
招待講演 328 Yuya Matsue Management of worsening heart failure: recent international updates and practical case sharing. Bayer-standalone Medical events．2023/12/11-

12．Hong Kong

特別講演・
招待講演 329 Minamino T.　⽼化の観点から循環器疾患を考える　CRM Web Conference〜科学的根拠に基づくSGLT2阻害薬の探求〜　2023年12⽉14⽇　アスコット丸の内東京

特別講演・
招待講演 330 吉⽥陽⼦, 南野徹. ⽼化シグナルを介した⼼⾎管代謝疾患の発症メカニズムの解明. 第46回⽇本分⼦⽣物学会年会, シンポジウム 3【⼼⾎管⽣物学の新潮流】, 2023年12⽉6-8⽇, 神⼾

特別講演・
招待講演 331 Goro Katsuumi, Masayoshi Suda, Yurie Kashino, Takaaki  Furihata, Chieh-Lun Hsiao, Tohru Minamino. ⼀細胞解析に基づく⽼化細胞の多様性の理解と治療開発. 第97回⽇

本薬理学会年会, 神⼾, 2023年12⽉14⽇-16⽇

特別講演・
招待講演 332 吉⽥陽⼦. 褐⾊脂肪由来代謝産物を標的とした新たな⼼不全治療の開発. 脳⼼⾎管抗加齢研究会第19回学術⼤会, シンポジウム【多臓器・多細胞連関の視点から明らかとなる加齢関連疾患の治

療標的】, 2023年12⽉15-16⽇, 東京.

特別講演・
招待講演 333 《座⻑》葛⻄隆敏、あなたの⾼⾎圧管理は⼼不全を増やしてませんか︖、第13回Heart Failure conference〜仁〜、Web（東京）、2023/12/18

特別講演・
招待講演 334 加藤隆⽣, 第13回Heart Failure Conference ~仁~, ⼤塚製薬, 2023年12⽉18⽇

特別講演・
招待講演 335 中島　円.認知症を含めた⾼齢者神経疾患の病診連携について.第5回⼩川⾚⼗字病院　「地域連携セミナー」,埼⽟，2023/10/4

特別講演・
招待講演 336 中島　円.レビー⼩体病を併存した特発性正常圧⽔頭症.第39回ブレイン・ファンクション・イメージング・カンファレンス．東京　2023/10/7

特別講演・
招待講演 337 近藤聡英.頭蓋底腫瘍摘出術 -技術とデバイスの調和がもたらす効果とは.Integra seminar　2023/6/17

特別講演・
招待講演 338 近藤聡英.くも膜下出⾎後の治療法は統⼀されるべきか.SHAネットワークin Tokorozawa　2023/11/7

特別講演・
招待講演 339 近藤聡英.外科介⼊の意義を明確にした脳腫瘍⼿術.Mt.Tsukuba　2023/11/10

特別講演・
招待講演 340 平澤恵理　「細胞外マトリックスから⾒た⽼化研究」第46回分⼦⽣物学会フォーラム. 　第 46 回⽇本分⼦⽣物学会年会　神⼾ 　2023年　12⽉6⽇ 〜 12⽉8⽇


